
Nishiwaki Technical High School News
2011.DECEMBER

Vol.5

兵庫県立西脇工業高等学校同窓会    緑窓会会報

http://www.hyogo-c.ed.jp/~nishiwaki-ths/ryokusoukai/ryokusou.htm緑窓会ホームページ

50周年に集え！西脇工業高校は、平成24年に50周年を迎えます。
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2 緑 ―窓 ―会

緑窓会員の皆様に
緑窓会会長 　村上　龍夫（８回生 電気科）

G R E E T I N G    S E N T E N C E

緑窓会の皆様に感謝
校長 　藤本　圭悟

　緑窓会の会員の皆様には、平素より母校の教育活動にご理
解ならびにご支援を賜り、誠に有り難うございます。
　本年度も、教育目標として「生徒の可能性を引き出し、伸ば
す学校」、「自ら考え、判断し、行動できる生徒の育成」、「クラ
ブ活動のさらなる充実」を掲げて、全職員・生徒一丸となって
邁進しているところです。
　そして、いよいよ来年の平成24年11月10日（土）には創立
50周年を迎えることになりました。校内における実行委員会
では記念誌作成をはじめ、記念行事等の計画も順調に進んで
います。
　また、念願の同窓会館建設に関しましても、いよいよ50周年
の節目に向けて計画を具体的に進める段階に入っています。今
後も緑窓会の皆様にはご協力をお願いし、多大なご負担をおか
けすると思いますが、よろしくご支援をお願いいたします。
　さて、この不況下にもかかわらず、昨年度も就職率100％を
達成することができましたが、今年度も昨年並みの求人票をい
ただいています。これもひとえに卒業生の方々の地域社会での
貢献や各職場における活躍の賜物と思い、あらためて感謝申し
上げる次第です。
　近年、本校への来客の方々から異口同音に「運動部員だけ
でなく、一般生徒までもが実に礼儀正しく挨拶をしてくれて、
大変気持ちがよい」「校内に活気が感じられる」などの言葉を

いただいています。今年度はさらにそれを推し進め、校内だけ
でなく「挨拶は、いつでも、どこでも、だれにでも」をモットー
に、より定着を図っていきたいと思っています。
　部活動に関して運動部では、今年は陸上競技部の廣田雄希
君がフランスで開催された世界ユース大会男子5000ｍで９位、
勝亦祐太君が全国インターハイ男子5000ｍ８位に入賞しまし
た。また、男子バレー部は県大会ベスト８に入り２年連続近畿
大会出場を果たしました。
　文化部では、囲碁・将棋部あるいは放送部が全国大会に出
場し、囲碁部の竹内真子さんが全国３位に入賞しました。部活
動入部率も90％を超え、早朝・放課後と活気あふれる活動が
展開されています。
　その他にも、化学部の鈴木彩季さんがものづくりりコンテス
ト近畿大会で４位に入賞、ソーラーカーレースやラジコンカー
レースの全国大会に出場しています。専門高校としての特色も
一層増してきており、小学校への出前授業をはじめとして、地
域社会との連携も積極的に図っています。
　こうして、ものづくりの面での特色とクラブ活動の特色を併
せて、今後は地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進してい
きたいと思っています。
　最後になりましたが、会員の皆様のご健勝と、ますますのご
活躍を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

縁窓会会員の皆様におかれましては、日々ご健勝にてご活躍
のこととお喜び申し上げます。
　また、日頃は母校、兵庫県立西脇工業高等学校の発展と、
縁窓会の運営におきまして、ご理解ご協力を賜り厚くお礼を申
し上げます。
　平成24年11月10日に、学校創立50周年を迎えます。50周年
事業に上げておりました、会員名簿の発刊、同窓会館の建設
等でありますが、名簿については、現在住所未確認者の探索
中でございます。会員皆様方を通じて、不明者を一人でも無
くし、繋がりを持ち、創立50周年の式典に参加が出来れば幸
いでございます。もう一つの大きな事業といたしまして、同窓
会館の建設がございます。この事業に関しましては、会員皆
様方のご協力が不可欠でございます。会員皆様方の寄り添え
る場であり、準会員の在校生たちが使える場でもありたいと
思っております。現在、建設委員会（役員会）において検討
され、設計事務所が決まり、本格的に建設に向けて始動しま
した。これからの交渉の中で建物の大きさ、予算等で議事が
進んでまいります。同窓会館の建設にあたり会員の皆様方より、
ご寄附をお願い申し上げなければなりません。出費多端の折
からまことに恐縮ではございますがご協力をお願い申し上げま
す。建設に向けて、会員一人、一人のご意見をお聴きしたい

のですが、なかなかそういった場がございません。縁窓会か
らの連絡事項、活動報告については兵庫県立西脇工業高等学
校のホームページにてお知らせしております。是非ご覧いただ
き、ホームページ等を通じてご意見をお聴かせ願えればと思っ
ております。宜しくお願い致します。
　縁窓会活動の一つであります、ゴルフコンペも第５回を迎え
ることが出来、年々参加者も増えてまいりました。毎年４月29
日　祝日（昭和の日）に行われますので、是非一度参加して
下さい。楽しいラウンド待っております。
　年々少子化が進み、募集定員減が北播学区でも取り上げら
れております。縁窓会は現状維持を常々訴えております。その
為には学校と会員の皆様方とが一体になり、魅力ある学校づ
くりに協力する姿勢を大切にし続けたいと思っております。
　縁窓会総会も毎年４月の第二土曜日に、学校内において開
催しております。会員皆様方の出席が不可欠でございます。
是非一度出席していただき、ご意見をお聞かせください。
　最後になりますが、これからの縁窓会（同窓会）活動にお
きまして、会員皆様方のご支援、ご協力をお願い申し上げま
すと共に、ご健勝で、ご活躍されますことをお祈り申し上げ
ます。



★祝 創立50周年★

合宿・通学
目標は「一生無事故」

教習科目：普通車・二輪車（大型・普通）

毎週火・木・土入校　土日祝日も開校

兵庫県公安委員会指定校

北播ドライビングスクール
http: / /dr iv ing- l icense. jp /
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緑窓会（同窓会）総会のご案内
みんな集まろう！

平成24年 4月14日（土）
　　　　10:00～

県立西脇工業高等学校内

この度、母校創立 50 周年記念事業の一環として、
同窓会館の建設を行います。近隣の各校同窓会館に
は名称がついています。今後、皆様に永く親しめる
名称を募集します。皆さんのアイデアを参考に検討
したいと思いますので、出来れば理由や意味も添え
てご応募をお願いします。
応募方法は、この度同窓会名簿調査はがきを同封し
ております。そちらの通信欄へお書き込み下さい。

同窓会館名称募集

期間：平成24年３月31日
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同窓会館建設に向けて始動

　50周年の事業として、同窓会館の建設がスタートい
たしました。建設委員会の皆様方のご努力により平成
24年11月の完成予定で動き出しております。建築設計
事務所が決まり建物の計画が始まりました。今年度中
にプランが決定し、来年度早々には工事着工予定の工
程で動き出しております。計画の中で我々卒業生が集

える場であり、在校生（準会員）の活躍できる場とし
て使える会館を目指して計画中でございます。進捗状
況の報告は学校ホームページにてご報告してまいりま
すのでご覧いただきたいと思います。会員皆様方の絶
大なるご協力、ご寄附を宜しくお願い致します。

完成予想図



活躍する同窓生特 集
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　さる、８月14日（日）に西脇ロイヤルホテルにて、
第８回機械科50年会同窓会を開催しました。
　前回までは、20数名の参加でにぎやかでしたが、
今回はいろいろと都合がつかず８名だけでさびしいと
思っていましたが、少なければ内容の濃い会話も進
み、カラオケも必要なく時間が足りないぐらい盛り上
がりました。
　又、３年後を楽しみに、青春の瞬間と永久の友情
を感じて解散しました。

幹事一同

　平成23年１月２日（日）、西脇市和田町のつぼ八にて、西
脇工業高校43回生情報繊維科の同窓会が開催されました。
　今回は39名中、18名の参加となりました。私たちのクラス
は卒業後も交流が深く、１年に１、２回のペースで同窓会を
開催しております。ほんの１年会わない間にも、結婚、出産
等の大きな変化があり、話題が尽きることはありません。そ
れぞれ環境は変わりましたが、高校時代と変わらず、和気
あいあいと話に花を咲かす事ができました。予定をしていた
終了時間も大幅に過ぎ、あっという間に終了の時を迎えまし
た。来年も無事同窓会が開催できるようにと祈りを込め、最
後に一本締めをし、今回の同窓会は終了しました。最初か
ら最後まで笑いが絶えず、このクラスで良かったと心から思
える同窓会となりました。今後も、それぞれたくさんの環境
の変化が訪れると思いますが、何年経っても、何歳になっ
ても、変わらず同窓会を開催し続けていけたらと思います。

12回生
昭和50年卒業生 同窓会開催

43回生　同窓会開催

機械科

情報繊維科Dosou Report同窓会

活動報告

　現在、西脇市市原町で「クローズアップ」という理美容室
を経営しています。店名の由来は？とよくお客様に聞かれる
のですが、街に根ざした土地で地域の皆様から愛される店、
注目される店を目標にと日々努力しています。
　でも、私がこの業界に携わるとは全く思ってもいません
でした。
電気科を卒業後、電気保守の仕事ということで、会社勤めを
始めましたが、一年以上経っても、電気関連の仕事はさせて
もらえず、退職したものの何をすれば良いか、自分には何が
向いているのか迷っていた私の背中を押してくれたのが父の
一言でした。

「この業界で、自分自身に責任を持って勝負しろ！」
この言葉が迷いを吹っ切らせ、理容界に入る決心が出来ました。
それから、５年間の修行を経て地元で父の後を継ぎ、現在に
至っています。
　父も10数年前に引退し、今は妻と二人でアットホームな雰

囲気を大切にし、お客様から「あ～気持ちよかった！」と言っ
てもらえる様、感謝の気持ちを忘れる事なく、頑張っています。
　最近は年のせいか、高校時代をよく思い出します。特に、
後輩の皆さんが色んな分野で活躍され立派な成績を収められ
ているのを見ると、自分の事の様に誇りに思います。とりわけ、
陸上部やバレー部の活躍ぶりには、地域全体に活力を与えて
くれています。（私は野球部でしたが…^^；)
　生徒のみなさん頑張って下さい。

奥村　勝朗さん
電気科／14回生



活躍する部活紹介
機械工学部

　４月 29 日（昭和の日）、西脇カントリークラブに
て第５回縁窓会ゴルフコンペが、開催されました。
ゴールデンウイークの初日、絶好のゴルフ日和の中、
開催することが出来ました。今年は、10 組 35 名
の参加を頂き、素晴らしいコンディションの中プレ
イできたのではないかと思っております。
　表彰パーティーも、盛り上がりとても楽しい一日
となりました。来年は、もっと多くの会員の方に参
加を、お願いしたいと思っております。色々予定も、
御座いましょうが、皆様の参加を心よりお待ちして
おります。

第5回
緑窓会 ゴルフコンペが
行われました！

　工業高校の魅力は『ものづくり』にあります。私たち機械工学部はものづくりを通して、
日々、機械の技術・技能の研鑽に励んでいます。また生徒たちが製作したソーラーカーや
ロボットで大会やイベントに参加することで、問題解決能力や協調性を養う教育を実践し
ています。
　機械工学部の歴史は本校機械科の歴史でもあります。西脇工業高校創立時から機械部と
自動車部として活動していました。その後、機械工学部と名称を変更し、多くの機械好き
の卒業生を送り出してきました。現在も機械科を部活動の面から支えています。
　現在の活動の柱であるソーラーカー製作に本格的に取り組み始めたのは1995年、西
脇市青年会議所からの呼びかけで始まり、翌年からソーラーカーレース鈴鹿に参加し今年で15回目
の参加でした。最初の２年は予選すら通りませんでしたが、レース完走、先輩から受け継いだ車両の改善、新
しい車両製作を基本にして、自分たちの発想を形にしながら活動を続けてきました。
　その間、PTA・クラブ後援会や地元企業の支援をいただき、年々成果が上がり、今まで続けてきました。
　３年前、国の教育支援の指定を受け、今まで予算的に不可能であったカーボンボディの製作が実現し、軽量
化と丈夫で安定した車両の製作が可能になりました。その結果ソーラーカーレース鈴鹿2009・2010では、私
たちの出場クラス（発電量480W以下）で２年連続６位入賞を果たしました。
　世の中に目を向けると、環境問題・地球温暖化、エネルギーの有効利用による省エネルギー化と脱化石燃科化
が叫ばれる中、手作りのソーラーカーの製作およびレースでの表彰台は、生徒にとって刺激となり、積極的に活動
するようになってきました。今後も時代の先端を行く様々な分野に興味を持って活動し、より高度な学習活動を続
けていきたいと思います。
　これからも色々な大会やイベントに積極的に参加して、共に環境問題について学習・提案をしていきたいと考えています。
　今後共ご支援・ご声援を賜りますよう宜しくお願い致します。
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 収入の部
項　目 決 算 額 摘　　　要

前年度よりの繰越金 73,236,089
13,152.662 決済用普通預金（三井住友銀行）
20,081,427 決済用普通預金（但馬銀行）

1,000 決済用普通預金（中兵庫信用金庫）
1,000 決済用普通預金（兵庫県信用組合）

10,000,000 定期預金（三井住友銀行）
10,000,000 定期預金（但馬銀行）
10,000,000 定期貯金（中兵庫信用金庫）
10,000,000 定期貯金（兵庫県信用組合）

入 会 金 236,000 平成20年度入学生より徴収（1,000×236名）
会 費 2,123,745 在校生（準会員）より徴収（3,000×707.9名）

預 金 利 息 49,600
6,400 定期預金利息（三井住友銀行）
5,600 定期預金利息（但馬銀行）

13,600 定期預金利息（中兵庫信用金庫）
24,000 定期預金利息（兵庫県信用組合）

合 計 75,645,434

 支出の部
項　目 決 算 額 摘　　　要

事 業 費 1,882,267
1,794 総会開催費（４/９）

14,392 臨時役員会お茶代（5/20・6/24・7/26・9/6・10/13・11/24・2/9・3/9）
10,560 臨時役員会議事録郵送代
89,413 47周年記念ゴルフコンペの案内郵送料
30,291 囲碁・将棋部全国大会出場お祝い金・お祝い袋

194,420 卒業生への記念品（印鑑）
113,400 同窓会館設計図面費用

1,392,810 会報発行に伴う費用
24,937 学校案内
1,0000 同窓会お祝い金（43回生情報繊維科）

250 退学者への１カ月分の返金
慶 弔 費 75,434

72,434 転退職職員餞別（14件）・餞別袋
3,000 香料（1件）村上氏

合 計 1,957,701
差引残高　　75,645,434－1,957,701＝73,687,733

項　目 決 算 額 摘　　　要
翌年度への繰越金 73,687,733

13,367,861 決済用普通預金（三井住友銀行）
20,087,027 決済用普通預金（但馬銀行）

207,845 決済用普通預金（中兵庫信用金庫）
25,000 決済用普通預金（兵庫県信用組合）

10,000,000 定期貯金（三井住友銀行）
10,000,000 定期貯金（但馬銀行）
10,000,000 定期貯金（中兵庫信用金庫）
10,000,000 定期貯金（兵庫県信用組合）

以上の通り報告致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年４月１日　緑窓会会計係　　竹中　修
監査の結果、通帳および領収書・関係書類が適正に処理されていることを認めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年４月７日　監査　　井本真弓

平成22年度「緑窓会」会計報告



学校だより School News 

学科紹介

学校だより School News 

電気科

　昭和38年の本校創立以来、電気科は2学級体制を維持し多
くの卒業生を輩出し、地元はもとより広く産業界に西脇工電気
科ここにありと誇示してきました。平成 6 年からは生徒の興味
関心による多様な学習ができるように、2 年次から電子コース
と電気コースを設け特色を出してきました。しかしながら近年

の少子化の影響を避けることができず、平成17年に学級減となり1
学級体制になってしまいました。数が減ることは寂しいことですが
そのことを逆手に取り、数の少ない分きめ細かな指導を心がけ、更
に優秀な電気技術者の育成を目指して日々努力しています。
　最近の電気科の取り組みを紹介します。

　学習した知識や技術を更に高め
たり創意工夫を凝らすため、各種
の競技会に出場することを奨励し
ています。課題研究の一部の班や
電気工学部が積極的に取り組み、
高校生ものづくりコンテスト（電
気工事・電子回路組立）、若年者も
のづくりコンテスト、マイコンカー
ラリー大会、工業教育フェアロボッ
ト大会に出場しています。
　入賞にはとどかないものの着実
に技術や技能の蓄積があり、年々
レベルアップが図れています。

　電気科では課題研究の班の一つに、小高連携い
きいき授業班があります。毎年近隣の小学校を訪
問して、小学生に電気の面白さを知ってもらうた
めの交流をしています。
今年度は西脇市立双葉小学校を訪問して、ファラ
デーモータ、エジソン電球、くだもの電池の実験
をしました。
　実験の予行演習をおこなったり、小学生に分かり
易く説明するにはどうしたらよいかなどを考えるこ
とで、生徒自身も電気の理解を深めています。電気
に興味を持った小学生が、将来本校の電気科に入学
することを願いながら取り組んでいます。

　近年の不況等の社会情勢で、
年々就職戦線が厳しくなってき
ています。それを乗り越えるた
めには、実力をしっかりと付け
る以外にありません。そのため
3年生は4月より毎日ＳＰＩの
小テストを実施してきました。
5分ほどのテストですが毎日繰
り返すことで、1学期の間には
問題集をひととおり終えること
ができました。
　また、課題研究の始まる前の
15分ほどを利用して、面接練
習も繰り返しています。このよ
うな地道な努力が、希望の進路
実現につながりました。

　電気の専門に対して興味関心を深めるととも
に、職業観・勤労観をもたせるために、校外学習
として企業見学を積極的に実施しています。6月
に3年生が5班に分かれて藤井電工(株)・(株)トッ
パンコミュニケーションプロダクツ・(株)リ
コー・富士通周辺機(株)・光洋機械産業(株)を見
学させていただきました。
　また、2年生は6月に三菱電機(株)伊丹製作所、
1年生は7月に(株)神戸製鋼所（神戸製鉄所・神戸
発電所・灘浜サイエンススクエア）を見学させて
いただきました。百聞は一見にしかずと言います
が、生徒たちは多くのことを学びました。進路選
択にも大いに生かすものと信じています。

定員40名

電気基礎で習熟度別
授業を実施

特別非常勤講師による講座の実施3.
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小高連携授業 「継続は力」を実践 企業見学の実施

競技会への挑戦

資格取得と部活動の両立

　電気を学習するうえで基礎とな
る科目は「電気基礎」であり、これ
を徹底して理解させるために、一斉
授業でなくクラスを習熟度で二つ
に分けて指導しています。基礎を固
めることで他
の電気の専門
科目の理解を
深めやすくし
ています。

　第2種電気工事士の2年次での全員受験は、今も続い
ています。6月の筆記試験、7月の技能試験に向けて、
授業中はもちろん放課後の補習も積極的に行っていま
す。本校は資格取得もそうですが、部活動も奨励して
おり、多くの生徒が運動部に入り頑張っています。
　資格取得のために部活動が疎かになるようではいけ
ません。そのため、放課後の補習に参加できないもの
は7時40分からの早朝の補習に参加しています。今年
でいえば20名近くのものが早朝補習に参加していました。早朝の場合時間が短いので放課後の練
習の終わった後も8時すぎまで学校に残って勉強する生徒も多数います。
　部活動と勉強をしっかりと両立させ、筆記試験に関しては87％の生徒が合格していました。実
技試験も含め最終的には、58%の合格率でした。また、第1種電気工事士にも多くのものが挑戦
しています。

　今年度はメルコ・コント
ロール・プロダクツ㈱の藤
原雅幸さん（32回生）と
関西電力㈱の菊本武士さ
ん（36回生）に、特別非
常勤講師になっていただ
き後輩の指導をしていた
だきました。藤原さんには
電子回路を作成する基本
技能、菊本さんにはネット
ワーク技術について教え
ていただきましたが、専門的な知識技術だけでなく自分の体験談を踏まえて社会
人になるための心構えなどもお話しいただきました。生徒は企業の第一線で活躍
されている先輩の話だけに熱心に聞き入っていました。

1.

6 緑 ―窓 ―会



学校だより School News 

学科紹介
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※平成23年度の最新情報は母校ホームページで！

体　　育　　部
男子 〈第18回日本海高等学校ソフトテニス大会　団体の部〉
ソフトテニス部 ３位トーナメント  優勝　西脇工業高等学校

〈平成22年度北播高等学校春季ソフトテニス大会〉
優勝　　上月孝晃　戸田真兵
準優勝　西川聖也　佃　拓真
第３位　畑中敦貴　友藤健人
第５位　藤原浩平　吉川竜太
第５位　高瀬滉平　水船有真

〈第54回兵庫県高等学校体育大会ソフトテニス中央決勝選手権大会〉
第９位　前田宥季　畑中敦貴

〈平成22年度近畿高等学校ソフトテニス大会〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田宥季　畑中敦貴

女子 〈平成22年度北播磨高等学校夏季ソフトテニス大会〉
ソフトテニス部 女子団体の部　第２位トーナメント

第１位　西脇工業高等学校
西川　越川　生田　中宗　西山　時本

陸 上 競 技 部 〈第33回春の高校伊那駅伝競争大会〉
総合第１位　西脇工業高校 ２時間10分27秒
　　　　　　　　　第１区　冨田祥平 20分01秒
　　　　　　　　　第２区　新庄翔太　　　　28分29秒　区間２位
　　　　　　　　　第３区　芝山智紀　　　　21分21秒　区間２位
　　　　　　　　　第４区　山田速人　　　　27分36秒　区間１位
　　　　　　　　　第５区　三浦雅裕　　　　15分02秒　区間１位
　　　　　　　　　第６区　松岡勇気 17分58秒
〈第58回兵庫リレーカーニバル〉
男子5000ｍ　　　第２位　新庄翔太 13分59秒61
　　　　　　　　　第３位　山田速人 14分11秒55
〈第63回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会〉
男子1500ｍ　　　第２位　冨田祥平 ４分01秒04
　　　　　　　　　第４位　新庄翔太 ４分01秒82
男子3000ｍＳＣ　第２位　芝山智紀 ９分06秒92
　　　　　　　　　第４位　三浦雅裕 ９分13秒35
男子5000ｍ　　　第１位　新庄翔太 14分31秒80
　　　　　　　　　第５位　勝亦祐太 14分49秒06
男子トラックの部　第３位　西脇工業高校 36点
男子総合の部　　　第７位　西脇工業高校 36点
女子1500ｍ　　　第５位　翁田あかり ４分33秒78
女子3000ｍ　　　第５位　翁田あかり ９分42秒10
〈平成22年度日本ジュニア・ユース〉
ジュニア1500ｍ　第３位　芝山智紀 ３分54秒08
　　　　　　　　　第５位　山田速人 ３分55秒55
　　　　　　　　　第７位　冨田祥平 ３分58秒29
ユース3000ｍ　　第１位　勝亦祐太 ８分33秒74
　　　　　　　　　第４位　三浦雅裕 ８分49秒25
女子1500ｍ　　　第７位　翁田あかり ４分36秒35
〈第50回東播高等学校陸上選手権大会〉
男子5000ｍ　　　第１位　新庄翔太 14分30秒13
　　　　　　　　　第２位　勝亦祐太 14分45秒73
　　　　　　　　　第３位　山田速人 14分59秒33
男子3000ｍＳＣ　第１位　芝山智紀 ９分12秒13
　　　　　　　　　第２位　松岡勇気 ９分27秒87
　　　　　　　　　第３位　三浦雅裕 ９分30秒12
男子1500ｍ　　　第１位　新庄翔太 ３分56秒49
　　　　　　　　　第２位　冨田祥平 ３分57秒61
男子総合　　　　　第４位　西脇工業高校 62点
女子3000ｍ　　　第１位　翁田あかり ９分52秒81
女子1500ｍ　　　第２位　翁田あかり ４分38秒57
〈第63回全国高校近畿地区予選会〉
男子1500ｍ　　　第３位　冨田祥平 ３分52秒76
　　　　　　　　　第５位　新庄翔太 ３分53秒49
男子3000ｍ障害　第３位　芝山智紀 ９分05秒29
　　　　　　　　　第４位　三浦雅裕 ９分07秒23
男子5000ｍ　　　第１位　新庄翔太 14分32秒94
　　　　　　　　　第４位　勝亦祐太 14分40秒63
男子トラックの部　第３位　西脇工業高校 34点
〈第78回兵庫陸上競技選手権大会〉
少年Ｂ3000ｍ　　第２位　廣田雄希 ８分42秒21
　　　　　　　　　第３位　中谷圭佑 ８分42秒82
〈第63回全国高等学校総合体育大会〉
男子1500ｍ　　　第８位　新庄翔太 ３分53秒06
男子3000ｍ障害　第２位　芝山智紀 ８分59秒84
〈第62回兵庫県高等学校ユース陸上競技対校選手権大会〉
１年男子3000ｍ障害　第２位　谷池達也 ９分38秒92
　　　　　　　　　第３位　高田康志郎 ９分50秒63
１年男子5000ｍ　第１位　中谷圭佑 15分14秒42
２年男子1500ｍ　第３位　勝亦祐太 ３分59秒74
２年男子5000ｍ　第２位　三浦雅裕 14分57秒29
　　　　　　　　　第３位　勝亦祐太 14分57秒74
１年女子1500ｍ　第３位　清政愛理 ４分38秒90
１年女子3000ｍ　第１位　清政愛理 10分05秒57

体　　育　　部
２年女子1500ｍ　第１位　翁田あかり ４分33秒38

陸 上 競 技 部 ２年女子3000ｍ　第３位　翁田あかり ９分49秒24
〈第19回姫路陸上競技選手権大会〉
男子5000ｍ　　　第１位　山田速人 14分19秒22
　　　　　　　　　第３位　三浦雅裕 14分23秒24
女子3000ｍ　　　第１位　翁田あかり ９分45秒85
　　　　　　　　　第２位　清政愛理 ９分46秒12
〈第43回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会〉
１年男子5000ｍ　第１位　中谷圭佑 14分54秒97
２年男子5000ｍ　第１位　勝亦祐太 14分37秒45
１年女子3000ｍ　第２位　清政愛理 ９分29秒16
２年女子1500ｍ　第３位　翁田あかり ４分31秒12
〈第63回東播高等学校総合体育大会陸上競技大会〉
女子3000ｍ　　　第２位　藤本真依子 10分33秒45

柔 道 部 〈平成22年度東播地区高等学校夏季柔道大会〉
男子団体　　　　　第３位　西脇工業高等高校

西山偉大　藤井大生　岡田怜士　山田和正
〈平成22年度東播高等学校秋季柔道大会〉
男子個人73㎏級　　第２位　山田和正

男子 〈第10回淡路カップバレーボール大会〉
バレーボール部 第１位　西脇工業高等学校

〈平成22年度東播高等学校総合体育大会〉　
１部リーグ　　　　第２位　西脇工業高等学校
　　　　　　　　　ベストサポーター賞　酒井　翔麻

空 手 道 部 〈第36回関西空手道連合会演武大会〉
男子個人組手　第３位　田中勇貴
男子個人形　　準優勝　田中勇貴
　　　　　　　第３位　横山真太郎
〈平成22年度東播高等学校総合体育大会空手道大会〉
男子団体型　　第３位　谷川琢磨　横山真太郎　神崎剛士
男子個人型　　第３位　田中勇貴

サ ッ カ ー 部 〈平成22年度東播高等学校総合体育大会サッカー競技大会〉
優勝　西脇工業高等学校

越智亮太　今中智貴　吉田佑紀　白波瀬寛太
松本和也　市位翼　釜谷悠平　藤井一真　
村上彰　陰山太志　片瀬準貴

野 球 部 〈平成22年度秋季兵庫県高等学校野球北播地区大会〉
　　　　　　　第３位　西脇工業高等学校

水 泳 部 〈平成22年度東播高等学校水泳競技大会〉
男子50ｍ背泳ぎ　　　第３位　藤原健太郎　32秒99
男子50ｍ平泳ぎ　　　第５位　田中孝幸　35秒48
女子200ｍ自由形　　第４位　松浦瑠衣　２分24秒07

文　　化　　部
囲 碁 将 棋 部 〈第４回全国高校囲碁選抜大会〉

女子個人　９路盤線　　第３位　高田真衣
〈第34回全国囲碁選手権大会〉
女子団体戦　優勝　西脇工業高校

高田真衣、宮内詩織、竹内真子
〈第34回全国高校囲碁選手権大会女子個人選兵庫県大会〉
女子個人戦　　　　　　第３位　竹内真子
　　　　　　　　　　　第４位　高田真衣
〈第23回兵庫県高等学校将棋大会〉
女子個人戦　　　　　　優勝　蛭田真世
　　　　　　　　　　　第４位　岸　葉月

放 送 部 〈第57回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト兵庫県大会〉
ラジオドキュメント部門　 奨励賞「囲碁とバスケと時々検定」

〈第57回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト兵庫県大会東播・淡路地区予選〉
朗読部門　　　　　　　入選　山本あかね
　　　　　　　　　　　佳作　大山菜望子
アナウンス部門　　　　佳作　黒崎里江
　　　　　　　　　　　佳作　蛭田直希

〈第34回兵庫県高等学校総合文化祭　放送文化部門予選〉
アナウンス小部門　　　佳作　楠田明穂
朗読小部門　　　　　　佳作　大山菜望子
ラジオドキュメント小部門　佳作「漢字って、イイ感じ」

〈第11回ラジオ関西　校内放送マイクバトル〉
　　　　　　　　　　　脚本賞「もう半分、まだ半分」

吹 奏 楽 部 〈第33回兵庫県吹奏楽コンクール東播大会〉
高等学校S部門　　　　銀賞　西脇工業高等学校

野 外 活 動 部 〈平成22年度東播高等学校登山部氷山登山大会〉
登山の部　　　　　　　優勝　西脇工業高校

渡辺雅生　田正司舞也　長田顕多　三村皓平
機 械 工 学 部 〈ソーラーカーレース鈴鹿2010〉

ＥＮＪＯＹ　１　クラス　第６位　西脇工業高等学校　機械工学部
資 格 試 験 〈情報処理技術者試験〉

ＩＴパスポート試験　　情報・繊維科２年　定行隆
　　　　　　　　　　　情報・繊維科２年　豊巻志帆
　　　　　　　　　　　総合技術科　 1年　後藤成希
〈第30回記念全国高等学校ＩＴ・簿記選手権大会〉
　　　　　代表　　　　情報繊維科３年　蓬莱貴大　　
　　　　　　　　　　　情報繊維科２年　定之隆
近畿・中国・四国ブロック　ＩＴ部門
　　　　　個人の部　　第４位　蓬莱貴大
全国大会　ＩＴ部門　　優秀賞　定之隆
〈平成22年度高校生ものづくりコンテスト化学分析部門近畿大会〉
　　　　　　　　　　　第４位　工業化学科　藤井光輝

平成22年度　部活動戦績
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学校だよりSchool News

　過日、９月23日に出石で行なわれた「出石藩
きもの祭り」は、日中は着物では汗ばむほどの
好日。播州織の着物と播州織の作務衣姿で参加
した私たち親子は、出石総合支所前広場で出石
高校茶道部による野点をいただき(着物姿は無
料)出石城下にあるお店でお蕎麦を食べ、出石

永楽館を拝見し、着物姿大抽選会で商品を多数頂き、早めの秋を
ゆったりした気分で満喫させて貰いました。
　さて、いよいよ来年は創立50周年を迎えます。より一層、この
会報を通して情報交換や同窓会・OB会・クラス会などが多数行わ
れますことを願っております。
　また、その情報を事務局・学校宛に郵送・FAX・Eメール・HP
等でお気軽にお寄せいただき会員相互の交換の場となればと思い
ます。皆様のご協力をお待ちしています。

　緑窓会では、会報にご協賛いた
だける広告を募集しております。毎
号約11,000部発行しています。次
号の会報に広告掲載されたい方は
平成24年７月末までに事務局にご
一報ください。

編　集

後　記
Edi to r ' s no te

事務局（学校内）  TEL 0795-22-5506

同窓会名簿作成について

Nishiwaki  Technical  high  school  news 掲 示 板

全　面 ￥80,000
１／２ ￥40,000
１／４ ￥20,000
１／8 ￥10,000

　次回の緑窓会会報は、平成24年10月に会報の発刊を予定してお
ります。平成24年年末、平成25年年始、など同期会を予定してい
る回生・クラスは、緑窓会会報に案内を出すことも出来ます。その
回生・クラスだけに返信ハガキ等も封入することも可能ですので緑
窓会事務局までご相談ください。

　いつも会報賛助金納入していただきありがとうございます。この会
報は、同窓生の皆様の会報賛助金で発行しております。発行には多く
の経費がかかります。少しでも会報賛助金より賄えますよう、できる
だけ多くの方々のご支援をお願い申し上げます。
　さて会報賛助金は、同封の振込用紙で、ゆうちょ銀行又はコンビニ
で納入して下さい。

平成24年母校創立50周年を記念しまして、10年振りに会員名簿を
作成いたします。住所等掲載項目につきましては、同封の調査はが
きをご確認の上必ずご返信下さい。尚、お電話でも変更可能です。

●住所変更等の連絡先：同窓会名簿発行事務局
　小野高速印刷㈱ 〒670-0933 姫路市平野町62
　  　フリーダイヤル：0120-66-7754
　FAX：0120-81-2299
●ホームページ（同窓会++）http://dousou.info
　TOPページ「住所変更はこちら」より

　本年度の進路指導は、３月に起きた「東日本大震災」が雇用情
勢にどのような影響を与えるのかをよく見極め、昨年以上に厳しい
状況になると予想、また３年生が４月に実施した進路希望調査では
実に70％を超える就職希望者がいるという状況もあり、進路指導部
を中心に各学科や学年が、４月下旬から６月下旬まで企業訪問を繰
り返し、昨年以上の求人の確保に努めました。
　その結果、県内・県外は昨年並みの企業数を確保、管内では
20％増の企業からの求人があり、９月２７日現在で企業社数254社、
求人者数370名の求人を頂き、求人倍率は2.29となりました。
　また、近年女子生徒の就職が困難になってきている傾向にあり、
製造職は当然のこと、事務職などの企業の掘り起こしに努めた結果、

本年度については女子生徒の希望に叶う状況になりました。
　これも50周年を迎える西脇工業高校の伝統と地域の評価がその
まま企業の評価になっていると思われます。
　また、進学についても、大学・短大・専門学校を含めて、工業
高校推薦枠やＡＯ入試により、各自が希望した学校に進学していま
す。特に近年は工業系の学部だけでなく、経済や経営、外国語系
などの大学も可能になってきています。
　今後は、このような状況に満足することなく、ますますのレベル
アップを図り「企業の即戦力」として活躍できる人材を育てなけれ
ばならないと感じています。
　平成23年３月卒業生（48回生）の主な就職先・進学先をあげて
おきますのでご覧下さい。

進路指導部

【主な就職先】
≪管内≫I.Ｓ.Ｔ・ＩＤＥＣ・アクシスマテリア・アスカカンパニー・アライドマテリアル・いけうち・一方社油脂工業・稲坂歯車・稲坂油圧機器・エースコック・エスケー化研・オーナー
ばり・小倉屋柳本・がまかつ・加美電機・協同工芸社・公友不動産・光洋機械産業・サガシキ・澁谷工業・千住金属工業・ツバキエマソン・椿本バルクシステム・ＤＮＰメディ
アテクノ関西・トッパンコミュニケーションプロダクツ・ニッサン石鹸・藤井電工・富士通周辺機・フジパングループ本社・ユタックス・リコー池田事業所・ＹＫＫＡＰ
≪県内≫アイリスオーヤマ・上野製薬・カネカ・川崎重工業・川崎重工業明石・関西電力・関西熱化学・キャタピラージャパン・神戸製鋼所加古川・神戸製鋼所高砂・神鋼鋼線工業・
住友電気工業・ダイヤ製薬・東洋電機・西日本旅客鉄道・阪神エレクトリック・兵庫パルプ工業・三菱重工業高砂・三菱重工業神戸造船・三菱電機伊丹・三菱電機神戸製
作所電力システム製作所・三菱電機三田・三菱マテリアル
≪県外≫大阪ガス・かんでんエンジニアリング・パナソニックホームアプライアンス社　　　など

【主な進学先】理・工学系だけでなく福祉・経済・芸術・外国語など文系への進学も可能

≪大学≫藍野大・大阪経済大・大阪工業大・大阪産業大・大阪商業大・大阪電気通信大・岡山理科大・神奈川大・金沢工業大・関西看護医療大・京都外国語大・京
都学園大・近大姫路大・神戸学院大・神戸常盤大・摂南大・中央学院大・中央大・中京大・帝京平成大・東海大・日本体育大・広島工業大・明治国際医療大・明治大・
山梨学院大・流通科学大
≪短期大学≫大阪芸術大学短大・大阪産業大学短大・神戸女子短大・産業技術短大・園田学園女子大学短大・新見公立短大
≪専門学校≫大阪医療秘書福祉・大原簿記神戸校・岡山医療技術・関西健康科学・神戸医療福祉三田校・神戸製菓・神戸電子・公立若狭高等看護・修成建設・西神看護・
東洋医療・トヨタ神戸自動車・日産京都自動車・日本栄養・日本工科・日本コンピュータ・日本調理製菓・播磨看護・洛和会京都看護　　　など

　緑窓会会報は、さまざまな活動を掲載します。
今後もいろいろな情報を掲載し、会員相互の情報交換の場にしてい
ただきたいと念頭しています。
　そこで、会員の皆様から次のような原稿を募集いたします。
　・同期会、クラス会、OB会の報告
　・旅行記、修学旅行、入学式、高校時代の思い出
　・卒業生のご活躍の方々、お店の紹介
　・同期会等の開催告知　etc ．．．
　方法は、緑窓会事務局まで、郵送又はメールでお寄せ下さい。そ
の際には、卒業年次（回）、クラス、住所、氏名（回生）、TELをお
忘れないようお願いいたします。また、写真等もお送りいただけま
すと幸いです。尚、紙面の都合上、掲載できない場合もございます
ので、ご了承下さい。
　掲載希望の申し出は、７月末までに、原稿は８月末までにお願い
します。

　緑窓会では、各種同窓会開催を応援いたします。案内発送、開
催費用の補助内容につきましては、下記をご覧ください。補助申請
は、緑窓会事務局までご連絡ください。同窓会の開催後は、開催
模様の文章(400～600字程度)と写真とともに同窓会事務局へご
報告下さい。次号緑窓会報へ掲載させていただきます。
申請内容：どういった同窓会か。(学年会、クラス会、部活動
OB会etc・・・)開催日時、開催対象人数(事務局で確認するこ
とも可能です)、開催場所。

●携帯電話
　登録フォーム↓

広 告 募 集

各種同窓会開催を応援します！

同期会開催のご案内

会 報 賛 助 金 納 入 に つ い て

原 稿 募 集


